
図 4	
 顔形グラフの変化例（第１段階） 

図 2	
 顔型グラフ変化のルール 
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1  はじめに 
	
 近年、大学教育の「質」に対する社会的要請

が高まってきている。文部科学省は「学士力」

を定義し、大学の組織的なファカルティ・ディ

ベロップメント（FD）活動、教員の自己研鑽を

求めている。この背景には、大学全入時代を迎

えての大学入学者の質的変化のみならず、大学

教員の教授能力に疑問符がつけられているこ

とがある。	
 

	
 本研究では、大学教員の教授力向上のために

教員のスピーチ能力向上を目標とした「音声認

識技術を活用した自習可能な口話評価システ

ム」を開発することである。	
 

	
 

2  評価システムの概要 
マイクより入力されたユーザ音声は、音声

認識と付加情報抽出し、音声特性分析が行われ

る（図１）。音声認識エンジンの認識率で明瞭	
 

さを測定する。また、波形データによる音声特	
 

性分析では、声の大小、声の高低、間合い、話

す速さの４要素を抽出する。予め用意されたお

手本音声データ(以下 GE	
 data)と比較し、話者

のスピーチの欠点をレーダーチャートグラフや

顔型グラフを組み合わせて作成する顔形ユーザ

ーインターフェースで表示し改善を促す。	
 

3	
 顔形ユーザインターフェースの構築	
 

	
 顔型グラフは図２の様に大小、高低などが人

相の変化として現れる。バランスの良い話し方

をすると人相のバランスは整い、良くない話し

方をすると崩れる。	
 

	
 また、顔型グラフは GE	
 Data と話し方が近くな

ると笑顔になり、遠ざかると困った顔になる。実

験者は顔型グラフが整った笑顔になるよう話す

ことを目指す。	
 

	
 顔型グラフの読み取りに順応することで、実

験者は顔グラフから自分の発声状態を理解でき

るようになるが、慣れないうちは難しい。そこ

で GE	
 data との差異を数値的に理解できるレーダ

ーチャート等のグラフと組み合わせ、これを顔

型ユーザーインターフェースとする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
  
4	
 顔形グラフ生成アルゴリズム 
	
 上記のルールに基づき、実際に顔形グラフを

用いたユーザーインターフェースを作成し評価

システムを構築する。	
 

	
 音声信号はマイクから入力され、入力される

順に沿って時系列順に1024点のデータが一単位

として処理が行われる(図3)。	
 

	
 顔型グラフを作成するために、音声信号から

種々のパラメータを抽出する。まず、周波数解図 1	
 評価システムの概要 
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析によってピッチを検出する。その後、ピッチ

が検出された区間を音声が入力された区間だと

みなし、この区間での音量や話速など他のパラ

メータを求める。これらのパラメータを用い、

以下のようにして顔グラフにおける各パーツの

形状と位置を決定する。	
 

	
 まず、事前にGE	
 Dataの各パラメータの平均値

を求めておく。例えば、音声の平均を𝑉!"#,ピッ
チの平均を  𝑃!"#とする。	
 
	
 次に、直前の処理単位（1024点分）のデータ

における音量の平均と𝑉!"#を比較し、差がある
範囲𝑉!以内にあるときを2点、ある範囲𝑉!以内
（ただし、𝑉! < 𝑉!）にある時を1点、そうでな
い場合を0点とする。また、差が範囲𝑉!より大き
いときは、𝑉!"#と比較した音量の大小により、
図2のルールに基づき顔のパーツ位置を決定す

る。ピッチやその他のパラメータについても、

それぞれのパラメータに応じた範囲を定め、同

様に処理する。 
	
 最後に、各パラメータに対し、上記の処理で

求めた点数の合計を求め、合計値により顔パー

ツの形状を決める。合計値が高いほど目や眉が

笑顔の形状になり、低いほど悲しい顔の形状に

なる。 
 
5 検証とまとめ 
	
 本研究では、「教員の為のスピーチ評価システ

ム」を考案し、顔形ユーザーインターフェースの

ルール作りの検討とそれに従ったシステム構築

を行った。結果として、変更のルールは4で定め

た通り音声特性が反映され、話者のスピーチ能

力を判定した。	
 

	
 今回は音声信号から4つの特徴を抽出し、リア

ルタイムで顔型グラフを生成するアルゴリズム

を構築し、プロトタイプシステムを実装した。

プロトタイプシステムは問題なく動作したが、

今後は音声認識による明瞭さの抽出アルゴリズ

ムと、それらをリアルタイムに顔形グラフに反

映させるシステムの構築をすすめていく。その

後、実地テストを重ねながら顔形グラフに反映

される値を調整し適切な値をさぐる予定であ

る。	
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図 3	
 音声信号からの音声特性抽出 
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